
2018年度に発生した鉄道運転事故等は，次のとおりです。
ご利用のお客さまおよび沿線の方々には大変ご迷惑をおかけしましたことを深くお詫び
申し上げます。
さらなる安全対策を推進することにより，鉄道運転事故等の防止に取り組んでまいります。

◆鉄道運転事故・輸送障害・インシデントの発生件数

鉄道運転事故等の発生状況と再発防止策3

2018年度のインシデントは，0件でした。
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※鉄道運転事故とは，「列車衝突事故」「列車脱線事故」「列車火災事故」「踏切障害」「道路障害事故」「鉄道人身障害事故」「鉄道物損事故」を
いいます。
※輸送障害とは，列車または車両の運転に障害を及ぼしたもので，鉄道運転事故に該当しないものをいいます。また，上記発生件数には，国土交通省
に報告義務のないものについても含まれております。
※インシデントとは，鉄道運転事故が発生するおそれがあると認められる事態をいいます。

2018年度の鉄道運転事故は，旅客や公衆が誤って列車と接触したこと等による鉄道人身障害事故が7件（2017
年度は4件）と増加し，踏切道でオートバイと接触したことによる踏切障害事故が1件，発生しております。また，輸送
障害については，2018年度は50件（2017年度は46件）と増加傾向にあります。

鉄道運転事故・輸送障害

❶ 夜間作業確認システムの整備
夜間作業時の線路閉鎖・給停電作業における作業開始前後の確認手続きについて，保安度の向上を図るため，
運輸司令システムおよび電力管理システムと連携した夜間作業確認システム（線路閉鎖作業については専用携帯
電話（GPS携帯）により作業位置を地図上に表示する，作業位置確認システムを併設）を整備しております。

❷ 列車接近警報装置の設置
線路内で保守作業を行う作業員に対して，列車の接近を表示灯の点
滅で知らせる装置の設置を進め，触車災害の防止を図っております。
2018年度は，横須賀中央～県立大学駅間に設置いたしました。

❾ 防雷設備の設置
落雷による人的被害や設備の損傷

を防ぐため，京急蒲田駅と金沢文庫駅
に設置しています。また，電車線設備を
落雷の直撃から守るため梅屋敷～
雑色駅間・京急蒲田～糀谷駅間に
架空地線を設置しています。

� 監視カメラ（IＴＶ）の更新
駅において，車掌や駅係員がドア操作時に側面を確認する監視カメラ

（ITV）を54駅387台設置しております。なお，順次カメラおよびモニター
の更新を行い，視認性向上を図っております。

◆保守作業の安全対策

▲ハンドスコッチ ▲ハンドスコッチ格納表示灯

❸ 保守用車のハンドスコッチ確認装置の整備
万一，留置した保守用車のブレーキ

が緩み，逸走するような事故が発生
することを防止するため，車輪止め
（ハンドスコッチ）を設置しています。
また，車輪止めのかけ忘れおよび外し
忘れを防止するため車内に確認装置
を整備しております。
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